
※外国語活動では，取り扱う語彙や表現が限られている。よって，ここでいう「コミュニケー

ションを行う目的や場面，状況などに応じて」とは，考えや気持ちなどを相手に理解しても

らったり，したりするために，ゆっくり話したり，繰り返したり，また動作を交えたりする

などの工夫を行うことを指している。  

 

〇〇「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」ののポポイインントト  

・「主体的に学習に取り組む態度」は，外国語の背景にある文化に対する理解を深め，相手に配

慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価す

る。 

・「聞くこと」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，自分のことや身

の回りの物を表す簡単な語句を聞き取ったり，身近で簡単な事柄に関する基本的な表現の意

味が分かったりしようとしている状況を評価する。また，文字の読み方が発音されるのを聞い

て，どの文字であるかを分かろうとしている状況を評価する。 

・「話すこと［やり取り］」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて， 挨

拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりしようとしている状況を評価する。また，

自分のことや身の回りの物について，自分の考えや気持ちなどを伝え合ったり，自分や相手の

こと及び身の回りの物に関する事柄について，質問をしたり質問に答えたりしようとしてい

る状況を評価する。 

・「話すこと［発表］」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身の回り

の物や自分のことについてや，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気

持ちなどを話そうとしている状況を評価する。 

・上記の側面と併せて，言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして自らの学

習を自覚的に捉えている状況についても，特定の領域・単元だけではなく，年間を通じて評価

する。 

※外国語活動では，取り扱う語彙や表現が限られている。よって，ここでいう「コミュニケー

ションを行う目的や場面，状況などに応じて」とは，考えや気持ちなどを相手に理解しても

らうために，ゆっくり話したり，繰り返したり，また動作を交えたりするなどの工夫を行う

ことを指している。  

 
（２）学習指導要領の「領域別の目標」及び「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

聞
く
こ
と 

ア ゆっくりはっきりと話された際に，自分のことや身の回りの物を表す簡単な語句を聞き取る

ようにする。 

イ ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な事柄に関する基本的な表現の意味が分かる

ようにする。 

ウ 文字の読み方が発音されるのを聞いた際に，どの文字であるかが分かるようにする。 

話
す
こ
と 

[

や
り
取
り
］

 

ア 基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりするようにする。

イ 自分のことや身の回りの物について，動作を交えながら，自分の考えや気持ちなどを，簡単

な語句や基本的な表現を用いて伝え合うようにする。 

ウ サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句

や基本的な表現を用いて質問をしたり質問に答えたりするようにする。 

話
す
こ
と 

[

発
表
］

 

ア 身の回りの物について，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を用いて

話すようにする。 

イ 自分のことについて，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すようにする。 

ウ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，人前で実物などを見せながら，自分の考えや

気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。 

   

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

自分のことや身の回りの物を

表す簡単な語句を聞き取った

り，身近で簡単な事柄に関す

る基本的な表現を聞いたりす

ることに慣れ親しんでいる。

また，文字の読み方が発音さ

れるのを聞くことに慣れ親し

んでいる。 

コミュニケーションを行う目

的や場面，状況などに応じて，

自分のことや身の回りの物を

表す簡単な語句を聞き取った

り，身近で簡単な事柄に関す

る基本的な表現の意味が分か

ったりしている。また，文字の

読み方が発音されるのを聞い

て，どの文字であるかが分か

っている。 

言語やその背景にある文化

に対する理解を深め，相手に

配慮しながら，主体的に外国

語で話されることを聞こう

としている。 

 

話
す
こ
と[

や
り
取
り] 

挨拶，感謝，簡単な指示をした

り，それらに応じたりするこ

とに慣れ親しんでいる。また，

自分のことや身の回りの物に

ついて，自分の考えや気持ち

などを伝え合ったり，自分や

相手のこと及び身の回りの物

に関する事柄について，質問

をしたり質問に答えたりする

ことに慣れ親しんでいる。 

コミュニケーションを行う目

的や場面，状況などに応じて，

挨拶，感謝，簡単な指示をした

り，それらに応じたりしてい

る。また，自分のことや身の回

りの物について，自分の考え

や気持ちなどを伝え合った

り，自分や相手のこと及び身

の回りの物に関する事柄につ

いて，質問をしたり質問に答

えたりしている。 

言語やその背景にある文化

に対する理解を深め，相手に

配慮しながら，主体的に外国

語を用いて伝え合おうとし

ている。 
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話
す
こ
と 

[

や
り
取
り
］

 

ア 基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりするようにする。

イ 自分のことや身の回りの物について，動作を交えながら，自分の考えや気持ちなどを，簡単

な語句や基本的な表現を用いて伝え合うようにする。 

ウ サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句

や基本的な表現を用いて質問をしたり質問に答えたりするようにする。 

話
す
こ
と 

[

発
表
］

 

ア 身の回りの物について，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を用いて

話すようにする。 

イ 自分のことについて，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すようにする。 

ウ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，人前で実物などを見せながら，自分の考えや

気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。 

   

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

自分のことや身の回りの物を

表す簡単な語句を聞き取った

り，身近で簡単な事柄に関す

る基本的な表現を聞いたりす

ることに慣れ親しんでいる。

また，文字の読み方が発音さ

れるのを聞くことに慣れ親し

んでいる。 

コミュニケーションを行う目

的や場面，状況などに応じて，

自分のことや身の回りの物を

表す簡単な語句を聞き取った

り，身近で簡単な事柄に関す

る基本的な表現の意味が分か

ったりしている。また，文字の

読み方が発音されるのを聞い

て，どの文字であるかが分か

っている。 

言語やその背景にある文化

に対する理解を深め，相手に

配慮しながら，主体的に外国

語で話されることを聞こう

としている。 

 

話
す
こ
と[

や
り
取
り] 

挨拶，感謝，簡単な指示をした

り，それらに応じたりするこ

とに慣れ親しんでいる。また，

自分のことや身の回りの物に

ついて，自分の考えや気持ち

などを伝え合ったり，自分や

相手のこと及び身の回りの物

に関する事柄について，質問

をしたり質問に答えたりする

ことに慣れ親しんでいる。 

コミュニケーションを行う目

的や場面，状況などに応じて，

挨拶，感謝，簡単な指示をした

り，それらに応じたりしてい

る。また，自分のことや身の回

りの物について，自分の考え

や気持ちなどを伝え合った

り，自分や相手のこと及び身

の回りの物に関する事柄につ

いて，質問をしたり質問に答

えたりしている。 

言語やその背景にある文化

に対する理解を深め，相手に

配慮しながら，主体的に外国

語を用いて伝え合おうとし

ている。 
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話
す
こ
と[

発
表] 

身の回りの物や自分のことに

ついてや，日常生活に関する

身近で簡単な事柄について，

自分の考えや気持ちなどを話

すことに慣れ親しんでいる。 

コミュニケーションを行う目

的や場面，状況などに応じて，

身の回りの物や自分のことに

ついてや，日常生活に関する

身近で簡単な事柄について，

自分の考えや気持ちなどを話

している。 

言語やその背景にある文化

に対する理解を深め，相手に

配慮しながら，主体的に外国

語を用いて話そうとしてい

る。 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
岩切 宏樹 宮崎県宮崎市立赤江小学校指導教諭 

 

 
江尻 寛正 岡山県教育庁義務教育課指導主事 

 

 
大田 亜紀 別府大学短期大学部准教授 

 

 
加藤  修 福井県教育庁義務教育課主任 

 

 
黒木  愛 東京都大田区立洗足池小学校教諭 

 

 
坂田 美佳 徳島県鳴門市板東小学校教諭 

 

 
佐藤美智子 鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教授 

 

 
日向端 聖 青森県八戸市教育委員会教育指導課副参事  

 

 
山田百合子 福岡県北九州市立霧丘小学校教頭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
直山木綿子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
岩切 宏樹 宮崎県宮崎市立赤江小学校指導教諭 

 

 
江尻 寛正 岡山県教育庁義務教育課指導主事 

 

 
大田 亜紀 別府大学短期大学部准教授 

 

 
加藤  修 福井県教育庁義務教育課主任 

 

 
黒木  愛 東京都大田区立洗足池小学校教諭 

 

 
坂田 美佳 徳島県鳴門市板東小学校教諭 

 

 
佐藤美智子 鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教授 

 

 
日向端 聖 青森県八戸市教育委員会教育指導課副参事  

 

 
山田百合子 福岡県北九州市立霧丘小学校教頭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
直山木綿子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 

 

学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28年12月21日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31年1月21日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31年3月29日30文科初第1845号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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